






























































































































教育基本法が最初に公布・施行されたのは、昭和 22 年 3 月 31 日である。それに到るプロセ








































































































































































































































































（vii） 文部省『教育基本法案要綱案』昭和 21 年 11 月 29 日
（viii） 文部科学省：http://www.mext.go.jp./b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/0211
（ix）  人間の現存在（Dasein）の在り方についてはM.ハイデッガーの “Sein und Zeit “を参照。ハイデッ
ガーは現存在を「世界内存在（In-der-Welt-Sein）」と捉える。
（x）  Fiedrich Kümmel:Kuturanthropologie, In;Andreas Flitner（Hrgs.）“Wege zur pädagogischen 
Anthropologie － Versuch einer Zusammenarbeit der Wissenschaften von Menschen “, 
Heidelberg,1963.『現代解釈学入門』玉川大学出版部、1985 年、114-115 頁。
（xi） エドゥアルト・シュプランガー『現代文化と國民敎育』岩波書店、昭和 13 年、9頁。
（xii） エドゥアルト・シュプランガー『文化哲學の諸問題』岩波書店、昭和 12 年、46 頁。
（xiii） 同書　49 頁。
（xiv）  Eduard Spranger: Kulturfragen der Gegenwart, Qulle & Meyer, Heidelberg, 1953. 『現代の文化問題』
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（xxii）  Eduard Spranger: Der geborene Erzieher, Qulle & Meyer, Heidelberg, 1958.『教育者の道』玉川教育新
書、昭和 49 年、100 頁。
（xxiii）  シュプランガーは、真の教育者の在り方を次のように指摘している、すなわち「教育と授業とが独
自の職業と化し、そのうえに国家から認可された職業と化してからは、人は一つの錯覚に陥ってい
るようである。それは、生まれながらの教育者の行動を、たえず注意していなければならない、彼
はたえず調整しながら教育にたずさわり、「群衆の模範」として歩きまわり、教育の目標としている
卓越した人格像が、天上の光のように彼から輝き出なければならない、と錯覚しているようである。
これでは、教育の戯画からそれほど遠くない所にいると感じない者はあるまい、と言うだけで良い
だろう。ほんとうに精神的なものは、静かなうちに成し遂げられる。最も強い影響は、鳩の歩みの
ように静かにおとずれる。たえまなく経営の特別な騒音を伴っているような営業を、人は教育でい
となむことはできない。」（『教育者の道』57-58 頁）と。
 （文化学部元教授）

